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明
治
十
年
代
前
半
の
福
島
県
は
、
東
北
地
方
に
お
け
る
自

由
民
権
運
動
の
一
大
拠
点
で
あ
り
、
明
治
政
府
に
と
っ
て
は

統
治
に
手
を
焼
く
難
治
県
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
明
治

十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
、
政
府
は
鬼
県
令
の
異
名
を
持

つ
三
島
通
庸
を
福
島
県
令
に
任
命
し
、
運
動
を
抑
え
込
ま
せ

よ
う
と
し
た
。

　

三
島
は
赴
任
早
々
、
会
津
三
方
道
路
の
建
設
を
打
ち
出

し
、
同
年
四
月
に
は
民
権
派
が
大
勢
を
占
め
る
県
会
と
激
し

く
対
立
す
る
。
し
か
し
、
三
島
は
彼
ら
の
存
在
そ
の
も
の
を

否
定
す
る
か
の
よ
う
に
県
会
に
は
出
席
せ
ず
、
県
会
か
ら
の

再
三
に
わ
た
る
出
席
要
請
も
無
視
し
続
け
た
。

　

こ
う
し
た
三
島
の
態
度
は
民
権
派
の
議
員
を
ま
す
ま
す
憤

慨
さ
せ
、
つ
い
に
は
対
抗
策
と
し
て
、
県
令
が
県
会
に
提
出

す
る
議
案
を
す
べ
て
否
決
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
強
硬
論
ま

で
現
れ
る
。
当
時
の
県
会
は
現
在
の
県
議
会
と
比
べ
る
と
は

る
か
に
権
限
が
弱
か
っ
た
も
の
の
、
地
方
税
の
使
い
み
ち
（
こ

の
場
合
は
道
路
工
事
）
に
関
す
る
審
議
は
認
め
ら
れ
て
い
た

の
で
、
「
管
下
公
衆
ノ
望
ミ
ニ
副
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
輿

論
ニ
背
戻
ス
ル
」
と
し
て
工
事
に
必
要
な
議
案
を
否
決
す
る

こ
と
で
対
抗
し
よ
う
と
い
う
作
戦
で
あ
る
。

　

こ
の
方
法
は
、
県
会
と
し
て
の
強
い
意
志
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
一
方
で
、
県
政
に
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
た

め
、
県
会
で
は
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
激
論
が
交
わ
さ
れ
、

最
終
的
に
二
十
三
票
対
二
十
一
票
の
僅
差
で
可
決
さ
れ
た
。

し
か
し
三
島
は
、
内
務
卿
か
ら
原
案
執
行
の
許
可
を
取
り
付

け
て
工
事
を
強
行
し
た
た
め
、
民
権
派
と
県
令
の
対
立
は
新

た
な
段
階
へ
と
移
行
し
、
河
野
広
中
を
は
じ
め
多
く
の
逮
捕

者
を
出
し
た
同
年
十
一
月
の
福
島
・
喜
多
方
事
件
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
て
福
島
県
の
自
由
民
権
運
動
は
衰
退
に
向
か
い
、

本
史
料
は
そ
の
転
機
と
な
っ
た
歴
史
的
な
決
議
書
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。�

（
山
田 

英
明
）
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本
誌
第
六
十
一
号
で
示
し
た
私
年
号

「
宝
久
」
は
、
天
明
飢
饉
時
、
庶
民
が
除

災
招
福
を
求
め
る
中
で
生
ま
れ
た
元
号
で

あ
り
、
社
会
体
制
の
崩
壊
予
兆
と
も
読
み

取
れ
る
点
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
、
さ

ら
に
新
た
な
私
年
号
を
提
示
し
、
近
世
の

私
年
号
研
究
の
深
化
を
図
り
た
い
。

　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
、
陸
奥
国
会

津
郡
鴇と

う
の
す巣

村
（
現
南
会
津
町
）
名
主
馬
場

近
右
衛
門
の
子
佐
内
は
、「
三さ

ん

世ぜ

相そ
う

写
」（
馬

場
新
家
文
書
（
そ
の
二
）
八
三
一
）
を
記

し
た
。
同
書
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の

因
果
・
吉
凶
を
説
く
書
物
で
、
識
語
に
は

「
甲
午
二
月
十
三
日
書
之
」
と
あ
る
。
そ

し
て
、「
天
保
五
年
」
を
消
し
「
宝
力
元
年
」

と
加
筆
し
、
私
年
号
「
宝
力
」
を
使
用
し

た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宝
力
は
他
村
の

史
料
で
も
使
わ
れ
た
。
後
世
の
補
記
で
、

会
津
郡
楢
原
村
（
現
下
郷
町
）
に
関
す
る

と
さ
れ
る
「
質
畑
証
文
之
事
」
（
庄
司
家

文
書
（
そ
の
二
）
一
九
九
九
）
で
あ
る
。

同
史
料
の
「
宝
力
元
年
午
ノ
三
月
」
の
記

載
は
、
宝
力
が
南
会
津
地
方
に
広
ま
っ
て

い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
宝
力
が
現
れ
た
の
か
。
謎

解
き
の
カ
ギ
は
同
時
期
に
発
生
し
た
私
年

号
「
宝
明
」
に
あ
る
。
宝
明
は
、
天
保
五

年
二
月
作
成
「
寸
志
見
込
勧
諭
帳
」
（
馬

場
新
家
文
書
（
そ
の
一
）
七
）
に
記
載
が

あ
る
。
同
史
料
で
、
前
出
の
馬
場
近
右
衛

門
ら
が
世
話
人
と
な
り
、
天
保
四
年
凶
作

の
困
窮
者
を
救
う
た
め
、
古
町
組
の
有
志

が
出
金
す
る
寸
志
見
込
が
ま
と
め
ら
れ

た
。
表
紙
に
は
「
惣
民
安
全
」
「
百
姓
飢

人
御
救
心
願
」「
五
穀
豊
年
」「
一
粒
万
倍
」

が
並
び
、
「
宝
明
元
年
午
二
月
」
と
あ
る
。

天
明
飢
饉
以
来
の
大
凶
作
で
、
飢
渇
を
身

近
に
捉
え
、
村
々
の
無
事
・
繁
栄
を
願
う

言
葉
を
用
い
、
私
年
号
の
除
災
招
福
を
重

ね
て
い
る
。
ま
た
、
袋
に
は
「
天
保
五
年

午
四
月
」
の
記
載
に
、
他
筆
で
「
宝
明
元

年
」
と
書
き
足
さ
れ
、
私
年
号
を
敢
え
て

明
示
し
た
。
豊
か
さ
を
意
味
す
る
「
宝
」
。

強
さ
・
勢
い
を
象
徴
す
る
「
力
」
。
あ
か

る
く
照
ら
す
「
明
」
。
こ
れ
ら
の
文
字
に

好
転
を
期
待
し
、
天
保
飢
饉
を
強

し
た
た

か
に
乗

り
越
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

新
た
な
私
年
号
発
見
で
、
福
島
県
域
の

近
世
私
年
号
は
、
凶
作
と
関
連
し
て
発
生

し
、
対
極
的
な
「
宝
」
を
頻
用
す
る
傾
向

が
一
つ
に
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
私
年

号
は
、
支
配
者
層
の
目
を
忍
ん
で
使
用
さ

れ
、
そ
の
使
用
が
秘
匿
さ
れ
る
制
約
性
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
豊
富
な
私
年
号

が
伝
存
す
る
点
は
、
福
島
県
史
の
注
目
す

べ
き
特
徴
で
あ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
と
い
う
よ
う

に
、
笑
い
に
は
人
を
幸
せ
に
す
る
力
が
あ

る
。
と
く
に
年
の
初
め
と
な
れ
ば
、
誰
も

が
笑
顔
で
過
ご
し
た
い
。
そ
ん
な
方
々
に

ぜ
ひ
お
薦
め
し
た
い
の
が
、
『
お
年
玉
お

と
し
噺
』
（
檜
枝
岐
村
文
書
一
一
九
七
）

と
い
う
史
料
で
あ
る
。

　

本
書
は
「
春
夏
亭
主あ

る

し
秋
冬
」
な
る
人

物
が
「
年
の
始
の
一
興
」
と
し
て
編
ん
だ

笑
話
集
で
あ
る
。
春
夏
亭
秋
冬
と
は
幕
末

の
檜
枝
岐
村
名
主
で
『
蚕
養
手
引
草
』
を

著
し
た
星
縫ぬ

い

殿ど
の

之の

助す
け

の
雅
号
と
い
う
（
本

紙
第
四
十
八
号
の
渡
邉
智
裕
「
河
原
田
盛

美
と
『
蚕
養
手
引
草
』
」
参
照
）
か
ら
、

さ
し
ず
め
村
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
た
め

の
名
主
か
ら
の
「
お
年
玉
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

　

内
容
は
、
花
見
・
蚊
や
り
火
・
越
の

雪
・
老
人
・
蛍
待
・
乞こ

つ
じ
き丐

・
七
夕
・
煙
草
・

三
庄
太
夫
・
桜
川
忠
兵
衛
・
矢
口
渡
ほ
か

無
題
の
も
の
も
含
め
た
十
三
編
が
、
挿
絵

と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
正
月
に
読

む
に
は
季
節
感
が
合
わ
な
い
作
品
も
あ
る

が
、
一
年
中
楽
し
め
る
と
思
え
ば
、
気
が

利
い
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

い
ず
れ
も
面
白
い
作
品
だ
が
、
こ
こ
で

は
私
が
と
く
に
気
に
入
っ
た
「
題
乞
丐
」

を
紹
介
し
て
み
た
い
。
主
人
公
は
乞
食
の

夫
婦
で
、
橋
の
下
で
筵
に
く
る
ま
り
寝
物

語
を
し
て
い
る
。
妻
曰
く
。

　
　

世
の
人
ハ
、
こ
ん
な
さ
む
ひ
夜
に
も

　
　

西
へ
東
へ
か
け
廻
り
て
、
い
そ
か
し

　
　

い
こ
と
じ
や
。
わ
し
ど
も
ハ
、
筵
ふ

　
　

と
ん
を
き
て
ハ
お
れ
ど
も
、
な
ん
の

　
　

せ
わ
も
な
く
、
こ
ふ
し
て
ね
て
お
る

　
　

ハ
気
ら
く
の
こ
と
じ
や
の
ふ
。

　

寒
空
の
下
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
あ
ち
こ

ち
忙
し
く
駆
け
ず
り
ま
わ
る
よ
り
も
、
こ

う
し
て
筵
ふ
と
ん
で
寝
て
い
る
方
が
よ
っ

ぽ
ど
気
楽
よ
」
と
語
る
妻
も
大
概
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
対
す
る
夫
の
返
事
が
ま
た
す

ご
い
。

　
　

そ
ふ
さ
、
こ
ふ
高
枕
て
ね
て
ゐ
ら
れ

　
　

る
ハ
、
た
れ
が
か
げ
じ
や

　

ま
っ
た
く
悪
び
れ
る
こ
と
な
く
、
「
世

の
中
の
連
中
が
あ
く
せ
く
暮
ら
し
て
い
る

な
か
で
、
こ
う
し
て
高
枕
で
寝
て
い
ら
れ

る
の
も
、
働
か
な
い
俺
の
お
か
げ
だ
ぞ
」

と
開
き
直
っ
て
い
る
。
何
と
も
人
を
喰
っ

た
言
い
草
で
あ
る
。

　

村
人
に
勤
勉
を
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
立

場
の
名
主
が
、
笑
い
話
と
は
い
え
、
正
月

か
ら
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
か
せ
て
よ
い
も

の
か
と
も
思
う
が
、
先
行
き
の
見
え
な
い

時
代
を
生
き
抜
く
に
は
こ
れ
く
ら
い
の
心

の
余
裕
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
し

て
お
こ
う
。�

（
山
田 

英
明
）
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使
用
例
の
発
見

寳 明 元 年 （1834）   
午 2 月 付 「寸 志 見 込
勧 諭 帳」（馬 場 新 家
文 書 （そ の 1）7）

お年玉おとし噺
（檜枝岐村文書 1197）



　

黒
船
来
航
、
安
政
大
地
震
、
安
政
コ

レ
ラ
。
幕
末
は
衝
撃
の
連
続
で
始
ま
っ

た
。
中
で
も
安
政
コ
レ
ラ
は
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
初
夏
の
長
崎
で
の
発
症
を

発
端
に
、
江
戸
、
陸
奥
国
、
ふ
く
し
ま
の

一
部
に
蔓
延
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
流
行
と
と
も
に
、
コ
レ
ラ
の
情
報

が
各
地
へ
届
け
ら
れ
た
が
、
本
稿
で
は
伊

達
郡
梁
川
村
（
現
伊
達
市
）
中
村
家
に
伝

わ
る
コ
レ
ラ
の
情
報
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

中
村
家
は
、
諸
国
の
変
事
・
奇
事
を
「
諸

用
留
」
（
中
村
佐
平
治
家
文
書
二
一
七
）

に
書
き
残
し
て
い
る
。
原
本
は
文
化
年
間

（
十
九
世
紀
初
）
よ
り
記
述
が
始
ま
っ
た

が
、
戊
辰
戦
争
中
に
焼
失
し
、
後
世
へ
残

す
た
め
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月

に
再
書
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
武
州
・
相

州
・
甲
州
疫
病
流
行
」
で
、
コ
レ
ラ
が
駿

河
・
甲
斐
・
武
蔵
各
国
へ
蔓
延
す
る
様
子

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

　

安
政
五
年
八
月
、
東
海
道
沼
津
宿
か
ら

暴
射
病
（
暴
瀉
病
）
と
い
う
コ
ロ
リ
病
（
急

死
す
る
病
気
）
が
始
ま
り
、
甲
斐
国
谷や

村む
ら

（
現
都つ

留る

市
）
辺
り
で
流
行
し
た
。
こ
の

病
気
に
か
か
る
と
多
く
は
当
日
中
に
死
亡

し
、
下し

も

郡ぐ
ん

内な
い

（
旧
都
留
郡
北
部
）
中
で
大

勢
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
他よ

所そ

か
ら

の
出
入
り
が
禁
止
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
神

社
仏
閣
へ
参
詣
・
祈
念
す
る
人
々
が
道
々

に
あ
ふ
れ
た
。
家
々
で
は
神
棚
を
飾
り
祈

る
外
な
く
、
医
療
も
間
に
合
わ
な
か
っ

た
。
外
国
よ
り
悪
狐
が
持
ち
込
ま
れ
た
の

だ
と
専
ら
噂
し
、
こ
れ
に
よ
り
郡
内
（
旧

都
留
郡
）
辺
り
は
昼
夜
鉄
砲
の
音
が
や
ま

ず
、
行
き
交
う
人
々
は
火
縄
銃
を
持
ち
歩

い
た
。
希け

有う

な
る
事
で
あ
る
。
そ
の
後
、

武
蔵
国
に
流
行
し
、
江
戸
表
で
多
く
の
死

者
が
出
た
。
寺
院
の
報
告
で
は
町
方
の
死

者
は
一
〇
万
人
余
で
、
武
家
方
も
含
め
れ

ば
死
者
二
〇
万
人
余
と
い
わ
れ
る
。

　

コ
レ
ラ
流
行
に
対
し
、
人
々
は
移
動
制

限
と
医
療
、
祈
念
に
よ
る
沈
静
化
を
術
と

し
た
が
、
拡
大
す
る
流
行
と
動
揺
は
奇
妙

な
事
態
を
生
み
、
流
行
原
因
を
外
国
の
悪

狐
に
よ
る
「
狐
憑
き
」
と
す
る
風
説
が
流

布
し
た
。
一
方
、
中
村
家
は
、
幕
末
の
地

震
・
コ
レ
ラ
な
ど
の
災
厄
の
遠
因
を
黒
船

来
航
・
開
港
に
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
コ

レ
ラ
流
行
が
外
国
に
対
す
る
負
の
印
象
形

成
に
作
用
し
て
い
る
。
社
会
を
震
撼
さ
せ

る
疫
病
に
接
し
た
人
々
は
、
疫
病
と
ど
う

向
き
合
い
、
ど
ん
な
影
響
を
受
け
た
の

か
、
後
世
に
伝
え
る
使
命
が
あ
る
こ
と
を

再
考
さ
せ
ら
れ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

渋
沢
栄
一
・
浅
野
総
一
郎
・
遠
藤
致
・

大
倉
喜
八
郎
・
沼ぬ

ま間
守
一
・
須
藤
時
一
郎
・

西
牧
喜
八
・
馬
目
清
吉
・
山
崎
藤
太
郎
等

十
三
名
の
実
業
家
が
押
印
し
た
磐
城
炭
礦

社
設
立
願
が
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

八
月
に
福
島
県
令
三
島
通み

ち
つ
ね庸

へ
提
出
さ
れ

て
い
る
。
願
人
総
代
は
、
地
元
福
島
県
磐

城
国
磐い

わ
さ
き前

郡
下
好
間
村
字
叶
田
（
い
わ
き

市
好
間
町
下
好
間
字
叶
田
）
廿
八
番
地
の

元
福
島
県
議
会
議
員
遠
藤
致
で
、
同
郡
湯

本
村
（
同
市
常
磐
湯
本
町
）
組
戸
長
大
平

左
司
馬
も
末
尾
に
押
印
し
て
い
る
。

　

設
立
願
等
に
よ
れ
ば
、
設
立
の
経
緯
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
磐
前
郡
上か

み

湯ゆ

長な
が

谷や

村
（
同
市
常
磐
上
湯
長
谷
町
）
新
田
・
小

野
田
地
内
に
含
有
す
る
石
炭
に
つ
い
て
は

同
郡
白
水
村
（
同
市
内
郷
白
水
町
）
石
炭

山
と
地
続
き
で
、
同
等
の
品
質
で
あ
る
。

工
部
省
へ
鉱
山
測
量
技
手
の
派
遣
を
申
請

し
、
実
測
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
石
炭

層
は
幾
重
に
も
重
な
っ
て
埋
蔵
量
も
多
い

こ
と
が
判
明
し
た
。
同
所
よ
り
海
岸
部
の

小
名
浜
村
（
同
市
小
名
浜
）
ま
で
は
道
路

が
平
坦
な
た
め
運
搬
が
容
易
で
あ
り
、
採

算
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
私
た
ち
数
名

が
申
し
合
わ
せ
て
資
本
金
を
募
っ
て
一
社

を
設
け
、
「
磐
城
炭
礦
社
」
と
称
し
、
熟

練
の
技
手
を
雇
い
入
れ
、
日
本
の
坑
法
を

遵
守
し
て
開
坑
し
、
採
炭
営
業
す
べ
く
、

定
款
（
上
掲
図
）
を
一
緒
に
提
出
す
る
の

で
設
立
を
認
可
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

同
年
八
月
に
作
成
さ
れ
た
定
款
は
、

二
十
二
箇
条
か
ら
な
り
、
設
立
願
に
名
を

連
ね
た
渋
沢
栄
一
・
沼
間
守
一
・
須
藤
時

一
郎
・
浅
野
総
一
郎
・
遠
藤
致
・
大
倉
喜

八
郎
・
山
崎
藤
太
郎
等
十
三
名
の
実
業
家

が
押
印
し
て
い
る
。
定
款
に
よ
る
と
、
磐

城
炭
礦
社
は
上
湯
長
谷
村
地
内
で
産
出
す

る
石
炭
を
採
掘
し
て
販
売
す
る
こ
と
を
目

的
に
謳
い
、
本
社
を
福
島
県
磐
城
国
磐
前

郡
湯
本
村
字
三
函
弐
百
拾
六
番
地
に
置

き
、
そ
の
売
捌
所
を
東
京
府
下
に
設
け
る

と
述
べ
て
い
る
。
資
本
金
は
五
万
六
千
円

で
、
株
券
は
五
百
六
十
株
に
分
割
し
て
発

行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
十
月
十
一
日
、
福
島
県
令
三
島
通

庸
代
理
の
福
島
県
少
書
記
官
村
上
楯
朝

は
、
磐
城
炭
礦
社
に
つ
い
て
は
一
般
の
会

社
条
例
制
定
ま
で
結
社
相
対
約
束
に
す
る

と
い
う
指
令
を
出
し
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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渋
沢
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政
コ
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ラ
の

　
　
　
　

流
行
情
報
の
記
録

 明 治 17 年 8 月 付 磐 城 炭 礦 社 定 款 写
（明 治 ・ 大 正 期 の 福 島 県 庁 文 書 3289）

武 州 ・ 相 州 ・ 甲 州 疫 病 流 行
（ 明 治 元 年 （1868） 臘 月

「諸用留」所収、中村佐平治
家 文 書 217）



　

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
八
月
五

日
午
後
二
時
三
十
分
、
上
野
駅
か
ら
乗
車

し
た
三
人
の
男
達
が
磐
城
鉄
道
綴

つ
づ
ら

駅
（
現

常
磐
線
内
郷
駅
、
い
わ
き
市
内
郷
綴
町
）

に
降
り
立
っ
た
。
三
人
の
名
は
六
角
紫

水
・
中
野
忠
順
・
片
野
四
郎
と
い
い
、
そ

の
目
的
は
内
務
省
古
社
寺
保
存
委
員
会
に

よ
る
岩
手
・
山
形
・
宮
城
・
福
島
・
栃
木

県
下
の
古
社
寺
調
査
の
た
め
で
あ
っ
た
。

紫
水
等
は
、
同
年
七
月
三
十
一
日
に
古
社

寺
保
存
法
に
よ
り
特
別
保
護
建
造
物
に
指

定
さ
れ
た
ば
か
り
の
白
水
阿
弥
陀
堂
（
現

国
宝
、
同
市
内
郷
白
水
町
）
や
そ
の
仏
像

群
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

　

紫
水
は
本
名
を
注
太
良
と
い
い
、
岡
倉

天
心
と
大
変
親
し
く
、
漆
芸
家
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　

一
行
は
、
当
時
は
四
注
造
の
茅
葺
き
で

あ
っ
た
白
水
阿
弥
陀
堂
を
午
後
三
時
に
視

察
し
、
そ
の
後
で
御
堂
を
管
理
す
る
願
成

寺
（
同
市
内
郷
白
水
町
）
で
仏
像
群
の
調

査
に
当
た
っ
た
。
こ
の
時
期
の
白
水
阿
弥

陀
堂
は
と
て
も
荒
廃
し
て
い
た
た
め
、
数

年
前
よ
り
願
成
寺
へ
仏
像
群
を
避
難
し
、

安
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

紫
水
は
、
本
尊
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
、
左
脇
侍
の
木
造
観
世
音
菩
薩
立
像
、

右
脇
侍
の
木
造
勢
至
菩
薩
立
像
、
木
造
持

国
天
立
像
（
寺
伝
で
は
広
目
天
立
像
）
、

木
造
多
聞
天
立
像
等
五
躯く

の
仏
像
を
入
念

に
調
査
し
、
専
門
家
の
見
地
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
材
質
・
制
作
年
代
・
作
風
・
劣
化
状

況
・
後
補
の
有
無
・
考
察
等
を
日
記
に
書

き
留
め
て
い
る
。
な
お
、
現
在
で
は
こ
の

五
躯
の
仏
像
は
、
全
て
国
指
定
重
要
文
化

財
（
彫
刻
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

紫
水
の
事
績
を
見
る
と
、
こ
の
ほ
か
に

も
紫
水
は
漆
芸
を
中
心
に
福
島
県
と
の
関

係
が
深
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
明
治

三
十
一
年
九
月
十
七
日
に
は
、
会
津
の
漆

樹
栽
培
に
力
を
尽
く
し
た
初
瀬
川
健
増
や

化
学
者
の
吉
田
彦
六
郎
と
と
も
に
中
国
湖

北
省
へ
出
張
し
、
中
国
の
漆
液
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
紫
水
は
同
三
十
三

年
五
月
十
九
日
に
は
福
島
県
か
ら
漆
器
巡

回
教
師
を
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
年
手
当
は

百
二
十
円
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

さ
ら
に
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
か
ら
同

十
六
年
に
か
け
て
、
紫
水
は
委
嘱
製
作
事

業
や
学
術
研
究
の
た
め
四
回
ほ
ど
来
県
し

て
い
る
。
同
二
十
年
に
は
、
空
襲
が
激
し

く
な
っ
た
東
京
を
離
れ
て
会
津
若
松
市
へ

疎
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
事
業
を
実
施
し

た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

収
蔵
資
料
展
は
三
回
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
展
示
で
あ
る
「
歴
史
の
な
か

の
災
害
―
地
震
・
噴
火
・
洪
水
・
疫
病
―
」

は
、
四
月
十
七
日
か
ら
七
月
二
十
五
日
ま

で
の
会
期
で
、
収
蔵
す
る
災
害
に
関
係
す

る
古
文
書
・
行
政
文
書
を
一
堂
に
紹
介
し

ま
し
た
。
第
二
回
目
の
展
示
で
あ
る
只
見

線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書
―
只
見

町
石
伏
・
田
子
倉
地
区
を
中
心
に
―
」
は
、

八
月
七
日
か
ら
十
一
月
三
日
の
会
期
で
、

収
蔵
す
る
只
見
町
石
伏
地
区
や
田
子
倉
地

区
の
古
文
書
を
展
示
し
ま
し
た
。
第
三
回

目
の
展
示
で
あ
る
「
新
公
開
史
料
展
」
は
、

十
一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
二
十
七
日
・

二
月
二
十
日
か
ら
開
催
中
で
、
『
福
島
県

歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
』
第
五
十
二

集
に
収
録
し
た
国
見
町
の
「
西
大
枝
区

有
文
書
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
（
三
月

二
十
七
日
ま
で
）
。

　

移
動
展
で
は
、
十
月
八
日
か
ら
十
一
月

三
日
ま
で
「
習
い
の
手
引
き
―
ふ
く
し
ま

の
教
育
史
料
―
」
を
福
島
県
立
図
書
館
で

開
催
し
、
十
月
二
十
三
日
に
は
、
ふ
く
し

ま
を
知
る
連
続
講
座
「
近
世
の
武
芸
か
ら

近
代
の
体
育
へ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
六
日
の
地
域
史
研
究
講
習
会

で
は
、
渋
沢
史
料
館
副
館
長
の
桑
原
功
一

氏
に
よ
る
「
渋
沢
栄
一
と
ふ
く
し
ま
」
と

題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
当
館
学
芸

員
二
名
に
よ
る
「
明
治
十
五
年
コ
レ
ラ
と

の
闘
い
―
伊
達
郡
を
中
心
に
―
」
や
「
磐

梯
山
噴
火
と
災
害
情
報
誌
」
と
題
し
た
研

究
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
文
書
講
座
は
、

七
月
十
七
日
・

二
十
四
日
・
八
月
二
十
二
日
・
九
月
十
二

日
の
四
回
実
施
し
、
伊
達
市
霊
山
町
の
「
今

村
文
直
家
文
書
」
に
あ
る
江
戸
時
代
の
往

来
物
を
テ
キ
ス
ト
に
使
用
し
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
七
日
の
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
染
織

を
テ
ー
マ
と
し
、
「
江
戸
時
代
の
農
書
に

見
る
藍
栽
培
―
『
会
津
農
書
』
を
中
心
に

―
」
の
報
告
や
、
沖
縄
ゆ
か
り
の
記
録
映

像
「
芭
蕉
布
を
織
る
女
た
ち
―
連
帯
の
手

わ
ざ
―
」
や
「
彩
な
す
首
里
の
織
物
―
宮

平
初
子
―
」
を
上
映
し
ま
す
。

　

資
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
完
全
事
前
予

約
制
で
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。
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白
水
阿
弥
陀
堂
を
訪
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

六
角
紫し

水す

い

歴
史
資
料
館
の
一
年

明治 29年の白水阿弥陀堂（明治・
大正期の福島県庁文書 1837）


